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医薬品等の個人輸入の取扱いについて（協力依頼） 

 

 

 今般、個人輸入された経口中絶薬の不適切な使用による健康被害等が発生し

ている状況に鑑み、厚生労働省医薬食品局長から別添のとおり依頼があったの

で、今後当分の間、「薬事法又は毒物及び劇物取締法に係る医薬品等の通関の際

における取扱い等について」（昭和 57 年４月 26 日付蔵関第 471 号）の適用につ

いては、これにより実施されたい。 



薬 食 発 第 102 2 0 0 5号 

平成１６年１０月２２日 

 

 

財務省関税局長 殿 

 

厚生労働省医薬食品局長 

 

 

医薬品等の個人輸入の取扱いについて（協力依頼） 

 

 

外国で製造・販売された医薬品の個人使用目的での輸入については、昭和５７年４

月８日薬発第３６３号厚生省薬務局長通知（以下「基本通知」という。）に基づき、

要指示医薬品等に相当するものについては１ヶ月分以内の少量であれば輸入者自身

が個人使用する場合に限りいわゆる薬監証明の書類の提出がなくても輸入を認めて

いるところでありますが、個人輸入された経口中絶薬の不適切な使用による健康被害

等が懸念されているところであります。 

上記のような状況にかんがみ、輸入に関しては、平成１６年１０月２９目より、下

記のとおりその取扱いを改正することとしますので、当該輸入に係る通関手続きにつ

きましては、本通知によられたく、特段のご配慮をお願いします。 

 

記 

 

個人使用目的で輸入される医薬品のうち、別紙に記載する製品については、基本通

知別添２「薬事法又は毒物及び劇物取締法に係る医薬品等の通関の際における取扱要

領」２－(２)－ウの(ア)に規定する「特段の書類の提出がいらないもの」として取扱

わず、その数量の如何に関わらず、２－(２)－ア「厚生労働省確認済みの輸入報告書

の提出を必要とするもの」として取り扱う。 






